
複数の⾞載システムへの 信号供給

を構成する衛星と⾃動⾞を接続するには、アンテナと⾮常に⾼感度で専⽤の
受信機が必要です。各⾞載システムは独⾃の 受信機を備えており、それぞれ
の受信機が対応するシステムに からの座標を⼊⼒し、そのデータは⾞両内全
体で活⽤されます。各受信機を、潜在的なノイズフロアの問題、スプリアス放射、
隣接する受信機からの 漏洩から守ることは、システムの成⽴にとって極めて重要
です。 は、受信機同⼠を分離するだけでなく、低損失で⼩型、堅牢か
つ信頼性の⾼いソリューションを提供しています。 信号を複数の⾞載システ
ムに接続する際に がどのように フロントエンドを分離するかを、以
下にてご紹介します。

現代の⾞載システムにおける
（ 、全球測位衛星システム）は、全地球規

模で測位・航法・時刻情報を提供する、あらゆる衛星群を包括する総称です。



由来の位置精度は、これまでの数⼗年でメートル単位からセンチメートル単
位へと向上してきており（図 参照）、⾃動⾞分野での適⽤範囲は⼤きく拡⼤し、
今なお広がり続けています。

図 ︓ここ数⼗年間における 精度の推移

⾞両が始動し⾛⾏中は、 データはナビゲーション、⾞両追跡、数多くの
（例︓⾞線保持、アダプティブクルーズ、衝突回避）や 、テレマティクス、

などで同時に利⽤されています。⾞両が事故に巻き込まれた際は、⾞両の電源
が切れていることが多いものの、救急サービスに座標データを⾃動送信するために
は の利⽤を継続する必要があります。さらに⾞両の電源が切れている状態で
盗難が検知された際には、⾞両は追跡プロトコルを起動し、⾞両の発⾒・回収を⽀
援しなければなりません。これらの緊急時のシナリオは、⾞両の電源が⼊り⾛⾏中
に普段 データを使⽤している多数の運⽤アプリケーションとは、切り離して
おくことが重要です。

活⽤事例 複数システムへの独
⽴した同時出⼒
に依存するシステムを同時に運⽤するには、配線の複雑さや （サイ



ズ・重量・電⼒・コスト）を増やさないよう、単⼀のフィード／アンテナから 系
統以上に 信号を分配する必要があります。実際にこのソリューションを実
装するにあたっては、 が最優先事項です。

単⼀の ⼊⼒からほぼ同⼀の 出⼒を得る最も簡単な⽅法は、パワーディバイダを
使うことです。重要な衛星群（ 、 など）は、おおよそ 〜 の周
波数帯に収まります（ は 〜 、 は 〜 、 は

〜 ）。そのため、図 に⽰す設計では、 認定の同相パワー
ディバイダ と外付け サイズの Ω抵抗を⽤いています。この
パワースプリッタは 〜 で動作し、必要な 信号を⼗分にカ

バーする帯域幅を備えています。

図 ︓ パワーディバイダのブロック図。 信号（⻘）を つのアイ
ソレートされた経路に分配し、イグニッション はオレンジ、イグニッション

は⽔⾊で⽰しています。

図 は、同相電⼒分配器 が、イグニッションが （オレンジ）で必
要な機能、または いずれの場合でも必要な機能（⽔⾊）に対して、アイソ
レートされた信号をどのように供給するかを⽰しています。 の 〜 帯
において、代表的な損失は図 に⽰すとおり約 以下です。 本の挿⼊損失曲線
の差で⽰される振幅アンバランスは、通常 未満です。さらに図 では、 つの

出⼒間のアイソレーションは 〜 （約 〜 倍）であり、各ポート
のリターンロスも優れています。



図 ︓サムからポート およびサムからポート への挿⼊損失

図 ︓ポート からポート へのアイソレーション



図 ︓全ポートのリターンロスのプロット

は アンテナ⼊⼒を分配し、優れた電気的性能を実現します。
の信号レベルはほとんどが⾮常に微弱のため、従来の 同相パワーディバ

イダが利⽤できる状況では、抵抗分配（理論値で ）やその他の特殊な⼿法を採
⽤するリンクバジェット上の余裕はほとんどありません。さらに、 信号レベ
ル⾃体が⾮常に弱いため、⾞両側でのＳ／Ｎ⽐はかなり低く、感度の⾼い受信機の
⼊⼒に追加のノイズは許容できません。⼗分なアイソレーションを確保すること
で、ある受信機からの 漏れやスプリアスが別の受信機へ回り込むことを防げま
す。 の低損失、低振幅アンバランス、⾼アイソレーションという特性
はそれぞれ、⾞載された異なる 利⽤システム同⼠が、可能な限りクリーン
で、相互に感度劣化を起こさない状態を維持するうえで重要な役割を果たします。

⼩型で堅牢な 電⼒分配器 どんな過
酷な温度にも対応
電気的性能が優れていることはすでに実証されていますが、機械的特性も⾒過ご

せないほど優れています。パワーディバイダは低温同時焼成セラミック（ ）部
品で、 パッケージに収められており、サイズはわずか インチ
です。 Ωの抵抗は外付けで、⼩型の チップ抵抗を使うだけです。この体積
効率に優れた設計は、混みあった基板上のほぼどこにでも実装でき、質量も⾮常に
⼩さいため、厳しい 要件の多くを満たします。許容電⼒は ですが、受信
側でこれが必要となることはほとんどありません。 のコスト⾯について
も、 は⾃動⾞向けの⼤規模⽣産において競争⼒のある価格設定になっ



ているのでご安⼼いただけます。

は優れた 性能と機械的特性だけではなく、 技術を採⽤したモ
ノリシック構造も特徴としています。堅牢性と信頼性に優れ、 ℃から ℃と
いう広範な温度変化や過酷な使⽤環境にも⼗分対応可能です。

豊富なコンポーネント群
準拠、または認定取得対応可能

本記事で取り上げたパワーディバイダの⽤途は、 のまさに得意分野で
す。当社の幅広い製品ラインアップを⾒渡せば、さらに厳しい⾃動⾞向け要件にも
応えられるコンポーネントが多数揃っていると⾃負しています。

に適合済みのコンポーネントはすでに約 品⽬に上り、フィルタ、ダイ
プレクサ、 ハイブリッドスプリッタ、バラン、カスタムソリューションなどが含
まれます。さらに、その 倍以上の品⽬が認証取得に向けて対応が可能です。ま
た、⾃動⾞向けカスタム設計対応範囲は事実上無限です。こうした⾼い部品の準備
状況に、当社のグローバル展開（⽶国、 、英国、台湾、韓国、中国、⽇本にオ
フィスを保有）を兼ね備えることで、 は現在そして将来にわたり、⾃
動⾞市場に最適なパートナーとなっています。

⾃動⾞向け製品に関するお問い合わせは、弊社 までお気軽にご
連絡いただくか、下記リンクをご参照ください。

株式会社
〒
横浜市港北区新横浜 ビル 階

https://www.minicircuits.com/WebStore/products/Automotive-Applications



